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コース脇には、たくさんの樹木があります。

　

鹿
屋
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の

促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
推
進
し
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
の
形
成

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
指
し
て
、
田
崎

町
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
ル
ー

ル
が
簡
単
な
こ
と
や
体
力
に
関
係
な

く
参
加
で
き
る
こ
と
か
ら
、
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
人
気
が
高
く
、
全
国
各
地
へ

普
及
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
で
も
非
常
に
盛
ん
で
、
市

内
の
競
技
人
口
は
約
８
，
０
０
０
人
。

市
内
各
地
で
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
熱
は
年
々

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
田
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
は
、
防
衛
施
設
庁
の
移
転
跡
地

活
用
の
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
、
平
成
16
年
度
か
ら
田
崎
町
の
防

衛
施
設
庁
敷
地
（
無
償
貸
付
）
で
整

備
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
お
り
、
防
衛
施
設
庁
が
行
う

造
成
工
事
や
張
芝
工
事
は
す
で
に
終

平成19年７月
オープン予定

田崎グラウンド
・ゴルフ場が
誕生します

（仮称）

了
。
現
在
、
芝
が
完
全
に
定
着
す
る

来
年
７
月
を
目
処
に
、
市
が
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
や
駐
車
場
、
ト
イ
レ
な
ど
の

周
辺
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

８
・
３
ha
の
広
々
と
し
た
敷
地
に

造
成
さ
れ
た
８
コ
ー
ス
64
ホ
ー
ル

（
最
大
で
12
コ
ー
ス
、
96
ホ
ー
ル
も

可
能
）
は
、
ホ
ー
ル
ご
と
に
独
立
し

て
い
る
セ
パ
レ
ー
ト
コ
ー
ス
と
し
て

日
本
最
大
級
の
規
模
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
の
専
用
コ
ー
ス
と
し
て
、

（
社
）
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
の
認
定
コ
ー
ス
に
も
登
録
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　

地
形
を
生
か
し
て
造
ら
れ
た
コ
ー

ス
は
、
起
伏
に
富
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
コ
ー
ス
毎
に
攻
め
か
た
も
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ス
脇
に
は
既

存
の
樹
木
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
木
陰
に
も
恵
ま
れ
た
日

本
一
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の

場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
２
，

０
０
０
人
規
模
の
大
会
開
催
も
可
能

な
こ
と
か
ら
、
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
大
会
の
誘
致
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
や
、
地
域
の
活
性
化
の
原
動
力

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
公
園
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
４
８

（仮称）田崎グラウンド・ゴルフ場平面図

現在、クラブハウス等の整備が進められて
います。

至
大
姶
良
町

至
南
町

至
吾
平
町

鹿屋市役所

田崎多目的
運動広場

田崎みどりの
広場

田崎神社

水辺の広場

グラウンド・ゴルフ場区域
肝
属
川

駐車場
クラブ
ハウス

管理用倉庫

休憩所
及び
トイレ

休憩所
及び
トイレ

水辺の広場

地
形
を
生
か
し
た

８
コ
ー
ス
64
ホ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
の
形
成

と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
指
し
て
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華麗
岩重 順一さん　（鹿屋市）

光と影
宮園 明裕さん　( 鹿屋市 )

かのや「 」と「 」フォトコンテスト2006
　かのや「ばら」と「海」フォトコンテスト2006 の入賞作
品が決定しました。
　このコンテストは、かのやばら園の「ばら」と鹿屋の「海」
の素晴らしさを、全国に向けて情報発信しようと行われた
もので、ばら部門と海部門を実施。写真家の浅井愼平氏
が全国各地から応募のあった480点（ばら部門 413点、海
部門 67点）の作品を審査し、グランプリ２作品をはじめ
26点の入賞作品を決定しました。

部門

Virgin Road
税所 マリさん　( 鹿屋市 )

　構図的にもシャッターチャンス的にもかなり
完成度が高かった感じがします。
　冷静に自分の考えで撮られている点が功を
奏した感じがします。また、非常にオリジナリ
ティがあると思います。

部門

部門

海からのプレゼント
川畑 常子さん　(鹿児島市 )

　海岸に打ち上げられた貝殻に焦点をあて
て、なおかつ海を写している点が自分の目で
捕らえていると感じました。
　非凡な目と言うか、自分の目で海の情景を
捕らえた点が良かったのではないでしょうか。

暮れるまで
長浜 雅章さん

( 鹿児島市 )

孤独
樋口 ふみ子さん

( 鹿屋市 )

部門

作
品
展
示

●10月27日～31日　かのやばら園
●10月17日～22日　ジャスコ都城店（都城市）
●10月25日～31日　山形屋（鹿児島市）

応募作品の全てを一つひとつ
手に取り審査する浅井愼平氏。

部門 部門

川又忠正さん
( 鹿屋市 )

中村七弓さん
( 鹿屋市 )

大迫豊昭さん
( 薩摩川内市 )

瀬戸口隆男さん
( 鹿屋市 )

山野洋介さん
( 鹿児島市 )

田中　繁さん
(出水市 )

辻　典昭さん
(姶良郡加治木町 )

山野雄樹さん
( 鹿児島市 )

鮫島　孝さん
( 鹿児島市 )

中釜章治さん
( 鹿児島市 )

上野直孝さん
(都城市 )

大社正照さん
( 鹿児島市 )

中村利徳さん
( 鹿児島市 )

新開良一さん
( 鹿屋市 )

相良和子さん
( 鹿児島市 )

入佐俊昭さん
( 鹿児島市 )

東　勝臣さん
( 南さつま市 )

竹下政博さん
( 鹿屋市 )

寶田眞智子さん
(姶良郡湧水町）

田代吉勝さん
(日置市 )

【問い合わせ】　市商工観光課　☎ 0994-31-1121

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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さつまいもの収穫時期は７月～ 12 月

さつまいもで飢
き が

餓
を乗り越えた住民
が、前田利右衛門
に感謝して建立し
た「前田利右衛門
の供養墓碑」（串
良町細山田）

全国で飲まれている鹿屋産の焼酎

ま
い
も
と
し
て
、
甘
く
て
お
い
し

い
と
全
国
で
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鹿
屋
市
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
た
さ
つ

ま
い
も
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
中

で
も
、
で
ん
粉
原
料
用
の
さ
つ
ま

い
も
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
し
か

し
、
今
後
は
、
栽
培
農
家
の
高
齢

化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
高
価
で
取
り
引
き
さ
れ
る
加
工

用
・
青
果
用
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培

へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
１
７

　

市
産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
６
４

子供から大人まで人気がある焼いも

全
国
第
２
位
の
収
穫
量
を

誇
る
さ
つ
ま
い
も

　

鹿
児
島
の
さ
つ
ま
い
も
の
歴
史

は
、
１
６
９
８
年
に
琉
球
か
ら
種

子
島
に
種
い
も
が
贈
ら
れ
た
の
が

最
初
で
、
そ
の
後
、
１
７
０
５
年

に
山
川
の
船
乗
り
で
あ
っ
た
前
田

利
右
衛
門
が
琉
球
か
ら
持
ち
帰
っ

た
さ
つ
ま
い
も
が
県
内
全
域
に
広

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
に
お
い
て
も
、
火
山
灰

の
や
せ
た
土
地
で
も
栽
培
で
き
、

台
風
や
病
害
に
も
強
い
こ
と
か
ら
、

水
不
足
に
苦
し
ん
だ
笠
野
原
台
地

の
主
要
な
農
作
物
と
し
て
定
着
。

昭
和
30
年
代
に
は
、
笠
野
原
台
地

一
面
が
さ
つ
ま
い
も
で
覆
わ
れ
る

ほ
ど
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
数
多

く
の
で
ん
粉
工
場
が
操
業
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
さ
つ
ま
い
も
は
鹿

屋
の
畑
作
の
中
心
作
物
と
し
て
、

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

市
内
の
農
家
の
約
52
％
を
占
め
る

３
，
５
３
５
戸
の
農
家
が
、
１
，

８
７
７
ha
で
栽
培
。
そ
の
収
穫
量

は
全
国
第
２
位
を
誇
り
ま
す
。

用
途
に
応
じ
た

　
　
　

品
種
を
栽
培

　

さ
つ
ま
い
も
に
は
原
料
用
・
加

工
用
・
青
果
用
と
い
っ
た
用
途
が

あ
り
、
そ
の
用
途
に
応
じ
た
様
々

な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
最
も
多
く
栽
培
さ
れ
て

い
る
さ
つ
ま
い
も
の
品
種
は
シ
ロ

ユ
タ
カ
で
、
主
に
で
ん
粉
の
原
料

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
栽
培
面
積
が
大
き
い
の
が

近
年
の
焼
酎
ブ
ー
ム
で
栽
培
が
追

い
つ
か
な
く
な
る
状
態
に
な
っ
た

コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
で
、
焼
酎
を
は

じ
め
、
ペ
ー
ス
ト
や
イ
モ
粉
な
ど

の
一
次
加
工
品
や
和
菓
子
、
洋
菓

子
、
健
康
食
品
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
場
を
経
由
し
て
消
費
者
に
提

供
さ
れ
る
青
果
用
の
主
流
は
ベ
ニ

サ
ツ
マ
で
、
鹿
児
島
の
気
候
・
風

土
に
適
し
た
本
場
鹿
児
島
の
さ
つ

平成16 年度さつまいも
作付面積（ha）

①鹿屋市 1,877

②頴娃町 1,200

③志布志市 1,083

平成 16 年度さつまいも
品種別作付面積割合（％）

シロユタカ 65.9

コガネセンガン 27.6

ベニサツマ 5.1

その他 1.4

※市産業政策課が試算

　私が本格的にさつまいもの生産に
取り組んだのは、焼酎ブームが起き
た３年前です。ブームは私にとって大
きな追い風になりました。
　どんな農作物も一緒ですが、作物
を作るのに研究心は常に必要です。
土壌分析や堆肥作りなど、現状に満
足することなく、形がよく、つやのあ
る理想的なさつまいもを常に生産で
きるよう頑張ることが大切です。
　一方で、「後継者は」と聞かれる
と頭を抱えます。さつまいもを作る
ために必要な施設や機械などは十分
整っているのですが、後継者だけは
未定です。農業は、目標を持ちそれ
を達成するために努力すればするほ
ど実を結ぶ職業です。だから、若い
人が魅力を感じられる農業を築いて
いきたいですね。

作
物
を
作
る
の
に

研
究
心
は
常
に
必
要

有留　隆さん（57歳）
　　　　　　　  下堀町

引用文献：「さつまいも小事典
　　　　  さつまいも伝来300 年記念改訂版」

平成16 年度さつまいも
収穫量（t）

①鹿屋市 59,060

②志布志市 36,600

③頴娃町 34,300

主にでん粉の原
料として利用され
るほか、水あめ
やぶどう糖、麺
類にも加工され
ます。

コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン

ベ
ニ
サ
ツ
マ

シ
ロ
ユ
タ
カ

鹿児島県を代表
する青果用のいも
で、焼きいもに
最適です。

主に焼酎の原料
として利用される
ほか、カリントウ
などにも加工で
きます。
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③焼酎等の散布
　薬剤の代わりに焼酎と米酢を散布して、
　薬剤の使用は最小限に控えています。

①花柄摘み
　ピークを過ぎた花びらは一輪一輪丁寧に摘み取ります。

　

か
の
や
ば
ら
園
は
、
面
積
８
ha
、

品
種
４
，
０
０
０
種
類
、
株
数

５
０
，
０
０
０
株
で
、「
日
本
一

を
誇
れ
る
ば
ら
園
」
と
し
て
今
年

４
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

入
園
者
は
１
か
月
あ
ま
り
で

10
万
人
を
突
破
。
県
内
を
は
じ
め
、

宮
崎
、
熊
本
、
福
岡
な
ど
か
ら
も

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
経
済
効

果
や
地
域
活
性
化
な
ど
へ
の
波
及

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
や
鹿
屋
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る

か
の
や
ば
ら
園
に
と
っ
て
、
環
境

対
策
は
た
い
へ
ん
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。

　

ば
ら
は
病
気
や
害
虫
に
弱
い
た

め
日
常
の
管
理
を
怠
る
と
病
気
に

な
っ
た
り
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
薬
剤
を
散
布
す

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
か
の

や
ば
ら
園
は
、
大
規
模
な
施
設
で

あ
る
た
め
、
通
常
の
薬
剤
散
布
を

行
っ
て
は
、
周
囲
の
自
然
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
日
本
一
環

境
に
優
し
い
ば
ら
園
を
目
指
し
て
、

様
々
な
方
法
を
駆
使
し
、
薬
剤
の

利
用
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
ま

す
。

■
薬
剤
散
布
の
状
況

●
種
類
（
主
な
使
用
農
薬
）

国
が
定
め
た
ば
ら
の
適
用
農
薬

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

﹇
殺
菌
剤
﹈

サ
プ
ロ
ー
ル
、
ダ
コ
ニ
ー
ル
、

マ
ネ
ー
ジ
、
ベ
ン
レ
ー
ト
等

﹇
殺
虫
剤
﹈

オ
ル
ト
ラ
ン
、
ダ
ン
ト
ツ
、
ニ

ッ
ソ
ラ
ン
等

●
散
布
量

使
用
基
準
に
従
い
千
倍
〜
二
千

倍
に
希
釈
し
て
、
１
株
に
つ
き

１
回
あ
た
り
約
36
㏄
使
用
し
て

い
ま
す
。

※
１
株
に
つ
き
１
回
あ
た
り
約

２
０
０
㏄
散
布
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。

●
散
布
回
数

年
間
で
25
回
程
度
散
布
し
ま
す
。

〈
４
月
〜
10
月
〉
月
３
〜
４
回

〈
12
月
〜
２
月
〉
月
１
回

●
散
布
方
法

噴
霧
機
で
葉
が
湿
る
程
度
に
散

布
し
て
、
薬
剤
を
葉
面
で
蒸
発

さ
せ
、
土
中
の
ミ
ミ
ズ
や
微
生

物
等
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

●
散
布
時
間
帯

来
園
者
へ
の
配
慮
、
薬
剤
の
効

果
、
隣
接
地
へ
の
飛
散
防
止
の

た
め
、
無
風
状
態
時
の
早
朝
や

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
散
布

し
て
い
ま
す
。

■
減
農
薬
対
策
の
実
施

①
花は
な
が
ら柄
摘
み

こ
ま
め
に
花
柄
を
摘
み
取
る
こ

と
で
、
花
び
ら
が
落
下
し
腐
食

す
る
こ
と
を
避
け
、
病
気
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
敷
き
ワ
ラ

雑
草
の
繁
茂
や
土
の
跳
ね
返
り

を
防
止
し
て
病
気
の
発
生
を
抑

制
す
る
ほ
か
、
土
壌
を
活
性
化

さ
せ
て
微
生
物
の
生
育
能
力
を

高
め
ま
す
。

③
焼
酎
等
の
散
布

今
年
７
月
か
ら
は
、
焼
酎
や
米

酢
の
成
分
を
生
か
し
た
新
た
な

減
農
薬
対
策
を
実
施
。
薬
剤
の

代
わ
り
に
焼
酎
や
米
酢
を
散
布

し
て
、
農
薬
の
散
布
回
数
を
抑

え
た
50
％
減
農
薬
栽
培
を
試
験

し
て
い
ま
す
。

※
ば
ら
園
及
び
周
辺
等
の
土
壌
及

び
流
出
水
等
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
分
析
調
査
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
公
園
課

　

☎
０
９
９
４

－
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１
４
８

　農薬は、安全性の確保を図るた
め、「農薬取締法」に基づき製造、
輸入から販売、使用に至るすべて
の過程で厳しく制限されています。
　散布された農薬は、日光に当たっ
たり、土の中にいる微生物などに
よって分解され消失していきます。
また、植物に吸収された分も植物
自身の酵素により分解され消失して
いきます。
　ほとんどの農薬は、このようにし
て10日前後で半分に減ります。土
壌中で量が半分になる期間（半減
期）が１年以上のものは、農薬と
して登録が認められません。

　ばらを家庭で栽培する場合、
月２～３回程度（４月～10月ま
で）、薬剤を散布すれば、病気
や害虫の被害を受ける心配は、
ほとんどありません。（敷きワラ
をすると、より効果的です）
　薬剤は野菜や果物、茶、水
稲などに使用するものとまった
く同じです。子供を育てるよう
な気持ちで愛情を注いで育てて
ください。

かのやばら園
門倉美博園長

②敷きワラ
　株の根元には、わらを敷き詰め病気の発
　生を抑制します。 環境に優しい

ばら園を目指して
環境に優しい
ばら園を目指して

農薬の基礎的事項

鹿屋市オリジナルのばら「プリンセスかのや」
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区　分 住民基本
台帳人口

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

平成
17 年度

105,511
人

45,407,024
千円

1,421,494
千円

8,491,788
千円

18.7
％

※人件費の主なもの　
職員の給料、手当、地方公務員等共済負担金、特別職及び議員の給料、報酬、
手当、災害補償費等

１　人件費の状況（普通会計）

区  分 職員数
Ａ

給与費 １人当た
り給与費
Ｂ／Ａ給　 料 職員

手当
期末・勤
勉手当

計
Ｂ

平成
18 年度 975 人 4,025,700

千円
622,872
千円

1,641,870
千円

6,290,442
千円

6,452
千円

※職員手当に退職手当は含まれていません。
給与費は当初予算に計上された額です。

区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

鹿屋市 42.4 歳 343,700 円 46.8 歳 352,600 円

国 40.3 歳 329,728 円 48.1 歳 285,005 円

類似団体 43.0 歳 346,559 円 46.6 歳 321,770 円

※「類似団体」とは、全国の市町村を人口と産業構造を基に類似化したものです。
　 「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。

（平成 18 年４月１日現在）

区分
鹿屋市 国
初任給
（２年後）

初任給
（２年後）

一　般
行政職

大学卒 138,400 円　
（175,300 円）

170,200 円　
（182,200 円）

高校卒 138,400 円　
（146,700 円） 同左

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事、技師、主事補、技師補 29 人 4.2％
２級 主事、技師 68 人 9.8％
３級 主任、主事、技師 94 人 13.5％
４級 係長級、主任 189 人 27.2％
５級 課長補佐級、係長級 224 人 32.4％
６級 課長級 80 人 11.5％
７級 部長級 10 人 1.4％

※公営企業職、学校教育職等は除く

（平成 18 年４月１日現在）

　

鹿
屋
市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
鹿
屋
市
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
き
合
併
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体

職
員
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
、
市
議
会
で
議
決
さ

れ
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
総
務
課　

☎
０
９
９
４
ー
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２　職員給与費の状況（普通会計予算）

３　職員の平均年齢、平均給料月額の状況

４　職員の初任給の状況

５　一般行政職の級別職員数の状況

鹿屋市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
　 3.0 月分
（1.6）月分

　 1.45 月分
（0.75）月分 同左

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算５～ 15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～ 15％
・管理職加算　10 ～ 25％

鹿屋市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 32.76 月分 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2～ 20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2～ 20％加算）

一人当たり平均支給額 772 千円 25,770 千円 ー

支給実績（平成 17 年度） 1,741 千円
支給職員一人当たり平均支給月額 4,464 円

手当支給職員の割合 12.7％
手当数 17

手当の名称

収納事務従事手当、防疫作業従事手当、有毒薬品等取扱手当、社会福祉事業従事手当、
行旅病人取扱手当、保健師等手当、死体処理作業手当、用地交渉手当、清掃作業手当、
し尿処理施設等勤務手当、特殊自動車運転作業手当、鳴之尾牧場勤務手当、薬剤散布
手当、地籍調査業務従事手当、へい死動物処理従事手当、簡易水道緊急業務手当、簡
易水道停水処分手当

 ④特殊勤務手当

②退職手当

手当名 内容及び支給額 国 支給実績 支給職員一人当た
り平均支給月額

扶養手当

・配偶者 　　　　　   　　　　　　　     13,000 円
・配偶者以外
   一人目　配偶者が扶養親族の場合　　  6,000 円
   　　　　配偶者が扶養親族でない場合  6,500 円
   　　　　配偶者がない場合　　　　　11,000 円
   二人目　 　　　　　　　　　　　   　  6,000 円
・その他　１人につき　　　　　　　 　 5,000 円
・満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末まで
　の子１人につき　5,000 円加算

同左 41,447 千円 21,320 円

住居手当 ・貸家等（最高限度額）27,000 円
・持家　　　　　　　　  3,000 円

持家には、2,500 円を
５年間支給 21,085 千円 10,947 円

通勤手当
・交通機関利用者　運賃相当額　最高 55,000 円
・交通用具使用者（片道 2km以上から支給）　
　　　　　　　　　　　　4,000 円～ 23,100 円

交通用具利用者や県内の
状況等を勘案して通勤距
離区分の額を設定

17,439 千円 7,559 円

①期末手当・勤勉手当

※退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員
　に支給した額です。

 ⑤その他の手当

支給実績（平成 17 年度） 48,665 千円
支給職員一人当たり平均支給月額 28 千円

③時間外勤務手当

※支給実績は、合併後平成 18年１月～３月までの実績

※支給実績は、合併後平成 18年１月～３月までの実績

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合

※支給実績は、合併後平
成 18年１月～３月まで
の実績

６　職員の手当の状況

※鹿屋市の一般行政職は、国や県が実施している初級程
度の採用試験だけを実施

鹿
屋
市
職
員
の

　

給  
与 

等
を
公
表
し
ま
す

（平成 18 年４月１日現在）

（平成 18 年４月１日現在）

（平成 18 年４月１日現在）

（平成 18 年度支給割合）

（平成 18 年４月１日現在）

鹿屋市職員の給与等を公表します



区　分 給料月額等

給料

市長
助役
収入役
区長

978,000 円　　
789,000 円　　　
706,000 円　　
536,000 円　　　　

報酬
議長
副議長
議員

490,000 円　　
407,000 円　　　
370,000 円　　

期末手当

※平成18年
度支給割合

市長
助役
収入役
区長

3.35 月分

議長
副議長
議員

3.35 月分

部　門 職員数

一般行政部門

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

８人
196 人
63 人
89 人
89 人
４人
117 人
12 人
107 人

小　計 685 人

特別行政部門 教育 254 人
小　計 254 人

公営企業会計等部門

水道
下水道
その他

47 人
17 人
31 人

小　計 95 人

合計 1,034 人
（1,067 人）

平成 17 年度は、市町村合併に伴い採用試験は実施
しておりません。

平均年次有給休暇取得日数
※ 1年につき 20日間付与

10.5 日

介護休暇 １人
育児休業 ９人

７　特別職の報酬等の状況

※（　）内は、条例定数の合計

※育児休業は平成 17年度に新たに取得した職員

①分限処分の状況
免職 降任 降給 休職 合計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

免職 停職 減給 戒告 合計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

②懲戒処分の状況

区分 研修名

階層別研修

新採職員研修
一般職員第１部・第２部・第３部
管理監督者第１部・第２部・第３部
現業職員研修

市独自研修

新規採用職員研修
法制執務実務研修
行政実務講座
接遇研修
中堅職員研修
職場実践研修
勤務評定者研修
対人能力向上研修
政策形成研修

専門研修等

法制入門研修
民法研修
企画・創造力研修
政策形成能力向上研修
政策法務研修
政策ディベート研修
論理的話し方向上研修
条例･規則づくり実践研修
住民満足とクレーム対応研修
土木技術職員研修
市町村アカデミー研修

８　職員数の状況

９　平成 17年度市職員採用状況

14　職員の研修の状況

10　職員の服務の状況

12　職員の分限及び懲戒処分の状況

13　職員の福祉及び利益の保護の状況

主
な
健
（
検
）
診
等

定期健康診断
人間ドッグ
胸部レントゲン
特化則健康診断
VDT健診
胃検診
B型肝炎予防接種
C型肝炎抗体検査
歯科検診

勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分
休憩時間 午後０時 15 分～午後１時

休息時間 ・午後０時～午後０時 15 分
・午後５時 00 分～午後５時 15 分

11　職員の勤務時間の状況

※合併後平成 18年１月～３月までの実績

（平成 18 年４月１日現在）

（平成 18 年４月１日現在）

※合併後平成 18年１月～３月までの実績

鹿屋市職員の給与等を公表します
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　９月18日、輝北地区の百引、平南、
市成、高尾の４小学校区で敬老の日記
念行事がそれぞれ開催されました。
　各会場には招待された75歳以上の
高齢者や地区の子供たちなどが参加。
平南、市成、高尾の３校区では記念式
典が行われ参加者全員で高齢者の健康
を祝ったほか、百引小学校区では輝北
体育館で敬老運動会が行われ、楽しい
競技に参加者全員で汗を流していまし
た。

小学校区ごとに記念行事を開催

　９月30日、鹿屋建友会青年部
が市内で1人暮らしをする在宅高
齢者宅で庭のせん定などのボラン
ティアをしました。
　これは、高齢者に快適な環境で
生活してもらおうと、同青年部が
毎年行っている奉仕作業。当日は、
うっそうと茂り、太陽の光を遮っ
ていた木々のせん定や、障子の
敷
し き い

居の修理などを実施。「庭がすっ
きりして、気分も明るくなりまし
た」と喜ばれていました。

庭のせん定などの
ボランティア

　９月23日、吾平地区に住む70歳以上の人
を対象に第97回鹿屋市吾平地区敬老会が開
催されました。
　会には対象となった1,638人のうち741人
が出席。金婚や結婚還暦、兄弟長寿などの
表彰をはじめ、太鼓や踊り、空手演舞など、
楽しくエネルギッシュなアトラクションも
あり、出席者は「たくさんの人から元気を
もらいました」と笑顔で話していました。

鹿屋市吾平地区敬老会を開催

　９月22日、大隅電気工事業協同
組合青年部会が市内の高齢者宅25
軒を回り、電気設備の無料点検を
しました。
　これは、高齢者を電気災害から
守ろうと行われているもので、今
年で13年目。当日は、同青年部が
６班に分かれて各家庭を回り、電
球の取替えを実施。「専門家に見
てもらえて安心しました」と喜ば
れていました。

高
齢
者
宅
で

電
気
設
備
を
無
料
点
検

いつまでもお元気で

百引小学校区の敬老運動会平南小学校区の記念式典

高尾小学校区の記念式典

市成小学校区の記念式典
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　９月24日、鹿屋市交通安全協会
花岡支部の婦人部「すみれ会」が、
白水町の体育大学前交差点で交通
安全キャンペーンを実施しました。
　これは、秋の交通安全運動の一
環として行われたもので、同会の
10人が参加。交通安全を呼びかけ
るメッセージが書かれた花岡名産
の落花生や飲酒運転根絶が書かれ
たチラシを「安全運転に心がけて
ください」などと呼びかけながら、
ドライバーに配っていました。

　９月23日、串良町有里の市営ミカン狩
り園『オレンジパーク串良』がオープン
しました。
　同ミカン狩り園は約２haの敷地に温州
ミカンとネーブルの木が約1,100本植えら
れています。今年は、例年に比べ色づき
が早く、甘みもまずまず。10月中旬から
11月にかけて甘さを増し、一番の食べ頃
を迎えます。
　開園式には、細山田保育園の園児など
約80人が出席。テープカットが終わると、
ハサミとバケツを持って早速入園して黄
色く色づいたミカンにハサミを入れ、ミ
カン狩りを楽しんでいました。

開園期間：
開園時間：
入 園 料：

園内はミカン食べ放題

落
らっかせい

花生で
交通安全を呼びかける

　９月29日、輝北体育館で平成18
年度輝北町合同福祉スポーツ大会
が開催されました。
　これは、高齢者クラブ、身体障
害者協議会、母子寡婦福祉会など
の方々にスポーツを通して交流を
深めてもらおうと毎年開催してい
るもの。当日は約260人が参加し、
お尻で風船を割る「尻圧測定」な
ど11種目の競技で元気いっぱいに
体を動かし、館内には歓声がひろ
がっていました。

輝北町合同
福祉スポーツ大会を開催

　９月３日、輝北運動場と輝北体
育館で、第10回汗と健康ふれあい
祭りが開催されました。
　これは、スポーツ・レクリェー
ションを楽しみながら健康になっ
てもらおうと毎年開催しているも
ので、地域の小学生や高齢者など
約130人が参加。ダーツやゲート
ボール、グラウンド・ゴルフなど
の競技を楽しんだり、反復横飛び
や腹筋、握力などの体力テストに
汗を流していました。

　９月24日、大迫町内会の十五夜
祭りで、『投げても投げられても
夫婦仲良く』をモットーに、名物
の夫婦相撲が行われました。
　熱戦が続いた各取り組みでは、
ストレス発散とばかりに “母ちゃ
ん”たちのパワーが大爆発。父ちゃ
んたちが投げ飛ばされるシーンが
続出しました。また、当日は、幼
児の泣き笑い相撲や親子相撲など、
趣向を凝らした相撲が行われ、観
客を沸かせていました。

　観客を沸かせた
夫婦相撲

　９月26日、下高隈町の大黒小学
校で京都フィルハーモニー室内合
奏団が『初めてのクラシックコン
サート』を行いました。
　これは、文化庁の「本物の舞台
芸術体験事業」のひとつとして行
われたもの。同合奏団は、大黒
小学校の児童など約140人を前に、
カルメン前奏曲やハンガリア舞曲
第５番など９曲を披露。児童生徒
たちは迫力の違う生の演奏に感激
していました。

生の演奏に感激

　８月30日、肝属川河口周辺の海
岸で海岸クリーン大作戦（肝属川
水系水質汚濁防止連絡協議会主催）
が実施されました。
　これは、肝属川流域から流れ出
た大量の漂着物を回収して、海岸
をきれいにしようと行われたもの。
作業は鹿屋市の住民など約250人
が参加して行われ、約１時間かけ
空き缶やペットボトルなど、海岸
に打ち上げられた約300袋分のご
みを回収しました。

オレンジパーク串良が
オープン！

12 月28日まで
9：00 ～18：00
小学生以上　　  100 円
幼児（３歳以上）    50 円
団体 20人以上　１割引
※園内食べ放題

ミカンの販売も行われています

汗を流して
健康になろう 肝属川河口で

漂着物を回収

　９月10日、串良平和アリーナ
など５会場で第40回串良町民バ
レーボール大会が開催されました。
　親子A、親子B、チビッ子、壮年A、
一般・高校生の５部門で行われた
大会には、各町内会から55チー
ムが参加。熱戦を繰り広げました。
優勝チームは次のとおり。
【親子A】　若葉　【親子B】　新堀
【チビッ子】　柳谷
【壮年A】　ティチャーズ
【一般・高校生】　十三塚（一般）

串良町民
バレーボール大会

　９月14日、浜田海岸で子ガメ
の帰海観察会が行われました。
　これは、７月22日に同海岸で
産卵が確認され、大雨や波などに
より流失しないようにと浜田小学
校の人工ふ化施設で保護されてい
た卵からふ化した107匹の子ガメ
を海に帰そうと開催されたもので、
約120人が参加。体長５㎝ほどの
子ガメは、子供たちの「頑張れ！
頑張れ！」という声援を受けなが
ら、元気に海に帰っていきました。

107匹の
子ガメが海に帰る

　９月６日から８日までの３日間、
吾平振興会館など３会場で吾平地
域バレーボール大会が開催されま
した。
　町内会対抗のバレーボールの部
（Ａ級・Ｂ級）とミニバレーの部（Ｃ
級）で行われた大会には29チー
ムが参加。３日間にわたり練習の
成果を競い合いました。優勝チー
ムは次のとおり。
（Ａ級・Ｂ級）ひまわり団地
（Ｃ級）　　　  中央団地

吾平地域
バレーボール大会
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日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土
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26 27 28 29 30

2006 11月

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

申
込
期
限
＝
11
月
２
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
養
護
学
校

　

☎
０
９
９
４‒

44‒

５
１
０
９

　

Fax
０
９
９
４‒

44‒

５
２
３
９

林
務
水
産
課
か
ら
の
お

知
ら
せ

狩
猟
の
解
禁
に
つ
い
て

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
19
年
２
月

15
日
ま
で
鳥
獣
保
護
区
や
休
猟
区

以
外
の
場
所
に
お
い
て
狩
猟
が
解

禁
と
な
り
ま
す
。

　

山
な
ど
を
散
策
す
る
と
き
は
危

険
防
止
の
た
め
、
目
立
つ
服
装
で

携
帯
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す
な
ど
、
自

分
の
存
在
が
分
か
る
よ
う
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

鳥
獣
飼
育
に
つ
い
て

　

市
内
で
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ

ジ
ロ
）
を
捕
獲
し
、
飼
養
す
る
場

合
は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

捕
獲
期
間
は
７
月
15
日
か
ら
平

成
19
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
飼
養
で
き
る
羽
数
は
、

種
類
に
関
係
な
く
１
世
帯
に
つ
き

１
羽
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
林
務
水
産
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
９

鹿
屋
養
護
学
校
見
学
会

（
体
験
学
習
）
参
加
者

募
集

　

鹿
屋
養
護
学
校
で
は
、
家
庭
で

の
教
育
や
養
育
の
あ
り
方
、
就
学

な
ど
に
つ
い
て
の
悩
み
を
解
消
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
校
見
学

会
（
体
験
学
習
）
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

● 
日
時
＝
11
月
21
日
（
火
）
９
時

〜
11
時
30
分

※
教
育
相
談
を
希
望
の
場
合
は
13

時
20
分
〜
14
時
20
分

● 

対
象
者
＝
幼
児
及
び
小･

中
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
次
の
よ
う

な
児
童
生
徒

○
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も

○
情
緒
が
不
安
定
で
あ
る
と
感
じ

ら
れ
る
子
ど
も

○
人
と
の
か
か
わ
り
が
少
な
い
と

感
じ
ら
れ
る
子
ど
も

○
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も　

な
ど

※
保
護
者
や
担
任
の
先
生
、
養
護

学
校
の
教
育
に
関
心
の
あ
る
人

も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
の
み
の
見
学
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
こ
の
見
学
会
（
体
験
学
習
）
は
、

養
護
学
校
へ
の
就
学
を
勧
め
る

ïïïïï
ï

ï
ï

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2006 10月

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

ファミリー・サポート・センターの
育児・家事相互援助会員募集

　ファミリー・サポート・センターとは、地域において
育児又は家事の援助を受けたい人と、育児等の援助を行
いたい人を組織化し、会員同士が育児等に関する相互援
助活動を行う組織です。現在、スタートに向けて会員を
募集しています。

●応募資格
　利用会員＝市内在住で、原則として小学生（障害のあ
る人は 18歳）までの子どもを養育している人（育児援
助は市内に勤務する人も含みます。また、家事援助は
妊娠中の人も含みます）
　サポート会員＝市内在住で、心身ともに健康でかつ子
育て支援に意欲ある 20歳以上の人
※入会金や年会費は無料です。
※センターが実施する講習会を受講する必要があります。
●活動内容
・ 保育施設等への送迎や前後の預かり
・ 保護者の病気や親の都合による子どもの預かり
・産前産後の会員等に対する家事や育児の援助
●報酬＝援助活動に対して、利用会員はサポート会員に
報酬を支払います。
　平日＝ 600 円／時間
　土・日・祝祭日・夜間＝ 700 円／時間
●申込方法＝電話でお申込みください。
【問い合わせ・申込先】
　市子育て支援課　☎ 0994-31-1134
　各総合支所健康福祉課

平成 19年度私立幼稚園
園児募集のお知らせ

　市内の私立幼稚園では、平成 19 年度の園児を
募集します。
　定員になり次第、締め切りますので、早めにお
申込みください。
● 申込受付＝ 11月１日（水）～
※入園案内・願書は 10月 13日（金）から配付し
ます。
● 募集園児＝３歳、４歳、５歳の幼児
● 保育時間＝ 14時頃まで
※ただし、その後希望者には、預かり保育があり
ます。
● 入園料
　○満３歳・３歳児＝ 20,000 円
　※満３歳になった日から入園できます。
　○４歳・５歳児＝ 35,000 円
● 保育料＝月額 20,000 円
● 補助制度＝就園奨励費制度があり、該当する人
は年間最低 14,000 円～最高 257,000 円の補助
が受けられます。
※「平成18年度市民税の所得割課税額」と「第一子、
第二子、第三子以降」で補助金額は変わります。

【問い合わせ・申込先】
　鹿屋幼稚園　　　　　　☎ 0994-42-3528
　松下幼稚園　　　　　　☎ 0994-43-7233
　鹿屋カトリック幼稚園　☎ 0994-44-4683
　信愛幼稚園　　　　　　☎ 0994-42-4012
　第一鹿屋幼稚園　　　　☎ 0994-44-8668
　西原幼稚園　　　　　　☎ 0994-43-3342
　星幼稚園　　　　　　　☎ 0994-43-7240
　日の出幼稚園　　　　　☎ 0994-44-2963
　南部幼稚園　　　　　　☎ 0994-44-6850
　いずみ幼稚園　　　　　☎ 0994-58-6893

「第 6回ツール・ド・おおすみ」サイクリング大会
●日　時　11月 26日（日）９時～ 17時
●発　着　かのやばら園
●コース　チャレンジコース（110km）＝かのやばら園→錦江町→肝付町→東串良町→かのやばら園
　　　　  ファミリーコース（30km）　＝かのやばら園→神川大滝（折り返し）→かのやばら園
●参加資格及び参加費

●参加条件　交通ルールを守り、自己の責任において心身ともに健康
　　　　　　かつ安全に走行できる人
●申込期限　11月７日（火）必着
※申込方法など詳しくは、お問い合わせください。

2006 エアーメモリアル in かのや広域スポーツ事業

一般 JCA 会員 高校生 小中学生
チャレンジコース
（110km）

5,000 円 4,500 円 3,500 円 －

ファミリーコース
（30km）

1,500 円

【問い合わせ・申込先】
　エアーメモリアル in かのや実行委員会事務局
　☎ 0994-42-6690
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ア
イ
テ
ム
だ
け
騙
し
盗
ら
れ
る

手
口
で
す
。
日
本
で
は
、
ゲ
ー

ム
上
の
通
貨
、
ア
イ
テ
ム
等
は
、

ま
だ
被
害
品
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
警
察
署

　

☎
０
９
９
４‒

44‒

０
１
１
０

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
施

設
利
用
の
予
約
受
付
を

開
始

　

現
在
、
北
田
大
手
町
地
区
に
再

開
発
事
業
で
建
設
中
の
鹿
屋
市
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
平
成
19
年
４

月
開
館
予
定
）
の
施
設
利
用
予
約

受
付
を
11
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。

● 

主
な
施
設

・
情
報
プ
ラ
ザ

（
パ
ソ
コ
ン
学
習
室
約
63
㎡
）

・
芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ

（
ホ
ー
ル
４
０
０
人
定
員
、ギ
ャ

ラ
リ
ー
約
６
３
０
㎡
）

・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル
約

６
６
０
㎡
）

※
利
用
料
金
、
時
間
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４‒

41‒

１
０
３
３

　

市
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
本
部

　

☎
０
９
９
４‒

41‒

９
７
７
７

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
詐
欺

　

落
札
者
に
代
金
を
振
り
込
ま

せ
品
物
を
送
付
し
な
い
手
口
や
、

出
品
者
に
な
り
す
ま
し
、
落
札

次
点
者
に
「
落
札
者
が
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
し
た
」
等
と
直
接

メ
ー
ル
し
て
売
り
付
け
を
行
う

手
口
で
す
。
少
し
で
も
不
審
な

点
が
あ
れ
ば
振
り
込
ま
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。

● 

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
、
会

員
登
録
が
完
了
し
た
と
の
画
面

が
表
示
さ
れ
、「
法
的
な
手
段

を
と
る
」
等
を
脅
し
文
句
に
登

録
料
等
を
請
求
す
る
手
口
で
す
。

ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
、
こ
ち

ら
の
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

● 

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
ワ
ナ

　

懸
賞
サ
イ
ト
の
応
募
と
同
時

に
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
さ

れ
、
高
額
な
有
料
ポ
イ
ン
ト
を

消
費
さ
せ
る
た
め
に
サ
ク
ラ

（
業
者
が
雇
っ
た
異
性
に
な
り

す
ま
し
た
人
）
と
の
出
会
い
が

提
供
さ
れ
る
手
口
で
す
。
利
用

規
約
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

● 

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
の
ト
ラ

ブ
ル

　
「
ア
イ
テ
ム
を
交
換
し
ま
せ

ん
か
」
等
と
い
う
取
引
に
応
じ
、

図
書
の
案
内

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

池
上
彰
の
新
聞
勉
強
術　
　
　
　
　
　

  

池
上　

彰
著

「
周
り
が
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
る
人
」
は
こ
ん
な
人
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

和
田　

秀
樹
著

ぼ
く
も
あ
な
た
と
同
じ
人
間
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ジ
ム
・
ウ
ー
テ
ン
著

こ
ち
ら
、
ナ
ー
ス
休
憩
室
。　
　
　

  

小
林　

光
恵
著

わ
た
し
の
紅
茶
生
活　
　
　
　
　
　

  

山
田　

詩
子
著

ピ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

樋
口　

有
介
著

銀
の
砂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

柴
田　

よ
し
き
著

ま
る
ご
と
お
い
し
い
幸
福
の
つ
く
り
か
た

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
中　

李
衣
著

パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん　
　
　
　

  

長
谷
川　

義
史
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク　
　
　
　
　
　

  　
　

恩
田　

陸
著

か
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
の
ト
ラ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

島
田　

洋
七
著

ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
の
不
思
議　
　
　

  　

越
智　

啓
子
著

健
康
ホ
ー
ム
ス
ト
レ
ッ
チ　
　
　

  

山
田　

多
佳
子
著

ア
ト
ム
と
ア
ト
ラ
ス
の
た
た
か
い　

  

手
塚　

治
虫
作

ロ
バ
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
と
ま
ほ
う
の
小
石

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
タ
イ
グ
作

あ
め
ふ
り
の
お
お
さ
わ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
作

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

温
室
デ
イ
ス　
　
　
　

  　
　
　
　
　

瀬
尾
ま
い
こ
著

糸
的
メ
イ
ソ
ウ　
　
　

  　
　
　
　
　

糸
山　

秋
子
著

絵
小
説　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

皆
川　

博
子
著

恋
愛
は
革
命
（
あ
と
の
祭
り
）　  　

  

渡
辺　

淳
一
著

優
勝
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

服
部　

真
澄
著

夜
を
ゆ
く
飛
行
機　
　
　
　
　
　

  　

角
田　

光
代
著

本
朝
金
瓶
梅　
　
　
　
　
　
　
　

  　

林　

真
理
子
著

お
い
し
い
大
豆
生
活　
　
　
　
　

  　

大
庭　

栄
子
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

他
人
を
見
下
す
若
者
た
ち　
　
　

  　

速
水　

敏
彦
著

家
族
で
楽
し
む
自
給
自
足

　
　
　
　
　
　
　

  

新
田　

穂
高
著
・
竹
島　

浩
二
絵

語
ら
れ
ざ
る
特
攻
基
地
・
串
良　
　

  

桑
原　

敬
一
著

善
人
は
、
な
ぜ
ま
わ
り
の
人
を
不
幸
に
す
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

曾
野　

綾
子
著

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん　
　
　

  

真
珠
ま
り
こ
作
絵

あ
な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
い
し
て
る

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

宮
西　

達
也
作
絵

ね
こ
の
名
前  　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
う
ひ
ろ
し
作

平
成
19
年
成
人
式
の

日
程
変
更
に
つ
い
て

　

広
報
「
か
の
や
」
９
月
号
（
８

月
28
日
発
行
）
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
鹿
屋
市
成
人
式
は
、
左
記
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
者
及
び
保
護
者
等
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

変
更
前

　

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）

　

15
時
〜　

市
文
化
会
館

　
　
　
　

←

● 

変
更
後

　

平
成
19
年
１
月
８
日
（
月
）

　

成
人
の
日

　

11
時
〜　

市
文
化
会
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

平
成
18
年
度
鹿
屋
市
表

彰
（
市
民
表
彰
）
は
実

施
し
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
市
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
人
や
本
市
の
名
誉
を
高
め

ら
れ
た
人
に
対
し
、
そ
の
功
績
を

称
え
る
た
め
市
民
表
彰
の
称
号

を
贈
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
市
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い

こ
と
等
か
ら
、
今
年
度
の
鹿
屋
市

表
彰
（
市
民
表
彰
）に
つ
い
て
は
実

施
し
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
秘
書
広
報
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
２
２

吾
平
地
域
交
通
安
全
法

令
講
習
会
の
実
施

　

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
、

運
転
を
す
る
人
の
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

● 
日
時
＝
10
月
24
日
（
火
）

　

19
時
〜
（
受
付
18
時
30
分
〜
）

● 

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
吾
平
振
興
会
館

● 

内
容
＝
交
通
安
全
法
令
講
習

（
ビ
デ
オ
上
映
・
講
話
等
）

● 

対
象
者
＝
吾
平
地
域
在
住
の
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人

【
問
い
合
わ
せ
】

　

吾
平
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
０
９
９
４‒

58‒

７
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
５
２
３
６

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

情
報
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

特
性（
匿
名
性
等
）を
悪
用
し
た
サ

イ
バ
ー
犯
罪（
情
報
技
術
を
悪
用

し
た
犯
罪
）が
急
増
し
て
い
ま
す
。

主
な
被
害
例
と
対
応
策

普通乗用車（５人乗り）
車名／トヨタクラウンロイヤルサルーンＧ

形式／ E-JZS155

排気量／ 2,990cc

初年度登録年度／H８年８月 29日

車検有効期限／H19年８月 28日

走行距離／ 126,347km

普通乗用車（５人乗り）
車名／トヨタクラウンロイヤルサルーンＧ

形式／ E-JZS155

排気量／ 2,990cc

初年度登録年度／H９年６月 26日

車検有効期限／車検切れ

走行距離／ 65,869km

小型ライトバン（５人乗り）
車名／トヨタカローラ

形式／ R-EE96V

排気量／ 1,290cc

初年度登録年度／H３年５月 20日

車検有効期限／車検切れ

走行距離／ 62,132km

　市では、今まで公用車として使用してきた自動
車３台を売却します。
　購入を希望する人は、事前に申込みのうえ入札
に参加してください。

入札説明書の配布
●配布場所＝市財政課（市役所３F）
●配布期間＝ 10月 30日（月）～ 11月 29日（水）

入札参加の申込方法
●提出書類＝印鑑証明、身分証明書（運転免許証

　の写し等入札に参加する人の住所氏
　名が確認できるもの）、登記簿謄本
　（法人のみ）各１通

●提出期間＝ 10月 30日（月）～ 11月 29日（水）
●提出先＝市財政課（市役所３F）

入札日時及び場所
●入札日＝ 12月４日（月）10時～
●場所＝市役所 601 会議室
※売却条件や入札方法など、詳しくはお問い合わ
せください。

物品（自動車）売却の入札参加者募集

売却する自動車

【問い合わせ】
　市財政課　☎ 0994-43-2111　内線 3351



KANOYA  CITY
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InformationInformation

　

９
時
〜
受
付
開
始

● 

場
所
＝
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

● 

内
容
＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
５
㎞
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
講
話　

等

● 

参
加
料
＝
無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４‒

41ｰ

２
１
１
０

幼
児
音
体
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

● 

日
時
＝
11
月
12
日
（
日
）

　

13
時
〜

● 

入
場
料

　

前
売
＝
７
０
０
円

　

当
日
＝
８
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

全
日
本
幼
児
教
育
連
盟

　

☎
０
９
６‒

２
１
１‒

６
０
１
７

鹿
屋
市
小
・
中
・
高
音
楽
発
表
会

● 

日
時
＝
11
月
15
日
（
水
）

　

①
９
時
〜　

②
13
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
学
校
教
育
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
６
３
２

輝
北
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン

グ
開
催

● 

日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）

● 

場
所
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園

● 

参
加
費
＝
３
０
０
円

● 

日
程

参
加
受
付
及
び
開
会
式

　

８
時
30
分
〜
９
時

自
由
ハ
イ
キ
ン
グ

　

９
時
〜
11
時

※
参
加
者
全
員
に
認
定
証
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

※
終
了
後
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
行
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

（
財
）
輝
北
う
わ
ば
公
園
ま
ち

　

づ
く
り
公
社

　

☎
０
９
９‒

４
８
５‒

１
９
０
０

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会

〜
鹿
屋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
40
周
年

記
念
・
鹿
屋
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
タ

協
働
事
業
〜

● 

日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

10 月・11 月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

10月15日
こだま小児科 笠之原町 0994-41-5111
たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

22日
まつだこどもクリニック 西原2丁目 0994-52-0507
小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

29日
中塩医院 西原1丁目 0994-43-2489
小林クリニック 上谷町 0994-41-0700

11月３日
浜崎クリニック 向江町 0994-43-3305
よしどめ整形外科 川西町 0994-31-1700

５日
園田クリニック 旭原町 0994-43-8181
鮫島整形外科病院 寿１丁目 0994-43-2535

12日
吉重内科消化器科 西大手町 0994-41-3100
平瀬外科 北田町 0994-43-3431

19日
みやぞのクリニック 田崎町 0994-40-4600
かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

10月15日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170
はらだ整形外科 東串良町池之原 0994-63-8080

22日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 0994-63-5040

29日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008
東條医院 串良町下小原 0994-63-7377

11月５日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-8181
山路医院 東串良町池之原 0994-63-2134

12日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314
緑ヶ丘心療内科 串良町岡崎 0994-63-0112

19日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025
岩重医院 東串良町川東 0994-63-8514

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
10月15日 松下歯科 北田町 0994-43-4182

22日 水口歯科医院 寿2丁目 0994-43-4635

29日 吉留歯科医院 旭原町 0994-42-3708

11月３日 四元歯科医院 西原1丁目 0994-42-2687

５日 あおぞら歯科 西原1丁目 0994-43-5833

12日 あさい歯科 笠之原町 0994-41-5100

19日 島田歯科 打馬２丁目 0994-44-0180

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

10 月・11 月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はか
かりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常1日分とします。

○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外

日　時
　11月２日（木）～３日（金）
場　所
　串良公民館
　串良公民館別館大ホール

●舞台発表（串良公民館別館大ホール）
　11月３日（金）
　　9時～ 17時
●作品展示
　（串良公民館及び別館大ホール）
　11月２日（木）
　　８時 30分～ 22時
　11月３日（金）
　　８時 30分～ 17時

【問い合わせ】
　串良教育支所教育課
　☎ 0994-63-9342

日　時　11月３日（金）８時 30分～
場　所　鹿屋市漁協市場（古江町）
内　容　・漁船パレード
　　　　・カンパチのつかみどり
　　　　・さばき方教室
　　　　・大名汁（カンパチの荒汁）の無料試食
　　　　　※ 8時 30 分から先着 300 人に整理券
　　　　　　を配布します。

【問い合わせ】
　鹿屋市漁業協同組合　☎ 0994-46-3111

鹿屋港

駐車場

古江町

至市街地

至垂水

日　時
　11 月１日（水）～３日（金）
場　所
　吾平振興会館大ホール

●舞台発表
　11月３日（金）
　　９時 30分～ 15時 30分
●作品展示
　11月１日（水）～２日（木）
　　９時～ 19時
　11月３日（金）
　　９時～ 15時 30分

【問い合わせ】
　吾平教育支所教育課
　☎ 0994-58-6036

日　時
　11 月３日（金）～５日（日）
場　所
　市文化会館・市中央公民館

●舞台発表（市文化会館）
　11月３日（金）11時～
　　　  ５日（金）11時～
合唱、箏曲、舞踊、太鼓、民謡、
ダンス、尺八、詩吟、大正琴、
バレエ、演劇、音楽、社交ダンス、
三味線　ほか

●展示発表（市中央公民館）
　11月３日（金）～５日（日）
　　10時～
書道、絵画、俳句、短歌、手工芸、
華道、茶道　ほか

【問い合わせ】
　市文化課　☎ 0994-31-1167

マ
ス
ク
プ
レ
イ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー「
ロ

ビ
ン
フ
ッ
ド
の
冒
険
」
舞
台
公
演

● 

日
時
＝
11
月
17
日
（
金
）

　

①
10
時
30
分
〜
②
13
時
30
分
〜

● 

入
場
料
（
当
日
は
３
０
０
円
増
）

　

Ｓ
席
＝
２
，
０
０
０
円

　

Ａ
席
＝
１
，
７
０
０
円

　

Ｃ
席
＝
１
，
４
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

劇
団
飛
行
船

　

☎
０
９
２‒

７
１
２‒

３
０
４
１

中
国
雑
技
団
公
演

● 

日
時
＝
11
月
18
日
（
土
）

　

①
13
時
〜　

②
18
時
〜

● 

入
場
料
＝
３
，
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

環
ア
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●日時　10月 28日（土）～ 29日（日）
●場所　霧島ケ丘公園
●内容　大隅流域で生産される
　　　　木材・木製品の展示、
　　　　販売、木工体験など
【問い合わせ】
　大隅流域森林・
　林業活性化センター事務局
　（鹿屋農林水産事務所林務課内）
　☎ 0994-43-3121 内線 280

●日時　　10月20日（金）～11月26日（日）
●場所　　霧島ケ丘公園・かのやばら園

第 8回おおすみ木材まつり 土木フェスティバル in かのや 2006
●日時　11月 11日（土）10時～
●場所　霧島ケ丘公園
●内容　市町村コーナー、
　　　　建設機械の展示・試乗、
　　　　降雨体験など
【問い合わせ】
　土木の日イベント
　実行委員会事務局
　（大隅河川国道事務所内）
　☎ 0994-65-2541

【問い合わせ】
　かのやばら祭り実行委員会事務局　☎ 0994-41-8730

10/20　
10/22　 
10/28　 

10/29　 

～ ～

11/５　

11/11　

11/12　

11/19　
11/23　
11/26　

10/20  　 ～26　
10/27 　 ～31　
11/１ 　  ～ ５　
11/20 　 ～26　

10/21 　 ・11/12　 
10/28 　 ～ 11/26　
11/ １ 　 ～　   ５　

ば
ら
一
輪
の
美
し
さ
を
愛め

で
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の
ば
ら
園
の
愉た
の

し
み鹿屋市ホームページで「かのやばら園」の絵はがきをダウンロードできます。　　

知り合いに「かのやばら園」を紹介してみませんか。お知らせ
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Information

　◇前夜祭（第 16回星空歌謡コンテスト）　

　◇文化協会による舞台発表及び作品展示

　◇郷土芸能（中平房棒踊り）

　◇保育園児ステージ

　◇米すくい競争

　◇丸太切り競争

　◇特産品コーナー

　◇福祉バザー

　◇健康相談コーナー

　◇剣道大会

　◇各種展示・即売コーナー

　◇テレビキャラクターショー・子供コーナー

　　※仮面ライダーカブトショー、フアフア、ストラッ

　　　クアウト、四輪バギー、その他遊具施設

　◇大抽選会（抽選券配布９時 30分～正午）

　　※豪華商品が盛りだくさん

日　時　　11月５日（日）
場　所　　コミュニティセンター
　　　　　吾平振興会館及び周辺広場

●式典部門＝９時～
　◇「あいら一番」認定証交付　等

●イベント部門＝ 10時～
　◇鯉のつかみどり大会

　◇重量当てクイズ

　　（かぼちゃ、甘しょ、乳用子牛、杉丸太）

　◇牛乳早飲み大会

　◇小動物ふれあいコーナー

　◇たまごつかみ取り大会

　◇第 108 回宮下相撲大会

　　（場所＝市営相撲道場）

　◇健康相談コーナー

　◇各種展示・即売コーナー

　　※農産物、生活改善グループ加工品、農業機械、

　　　乳製品、食料品、花木、衣料、竹製品、木製品　

　　　など

吾平町農林産物ＰＲ抽選会
●抽選受付＝ 11時～正午
●抽　　選＝ 12時 30分～
●抽選場所＝吾平振興会館前広場

第 29回農業祭お楽しみ抽選会
●抽選時間＝ 10時 30分～ 15時
●抽選場所＝吾平振興会館北側駐車場

【問い合わせ】
　吾平町農業祭実行委員会（吾平総合支所産業振興課内）
　☎ 0994-58-7257

日　時　　11月４日（土）～５日（日）
場　所　　鹿屋市輝北運動場

【問い合わせ】
　星のふるさと輝北まつり実行委員会
　（輝北総合支所産業振興課内）
　☎ 099-486-1111　内線 2602

５日　15 時～



　彼岸花は、その名のとおり
彼岸の頃に地面から突然茎が
伸びてきて鮮やかな色の花を
咲かせ、１週間ほどで枯れて
しまうという不思議な花。田
んぼのあぜ道でよく見かける
のは、水漏れの原因となるモ
グラを防ぐのに役立つためで
す。そんな彼岸花を撮影して
いると、レンズの先に「私も
写して」と言わんばかりにア
ゲハチョウが現れ、５秒ほど
で飛び去っていきました。

今月の表紙

小川漸
ぜんしょう

章くん（１歳）新生町
大好きなぜんたぁん　大きくなって
ネ！！（父母）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 18年 10月 13日発行　No.019
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.10

平成 18 年９月 1日現在

明神龍
りゅうと

虎くん（１歳）輝北町諏訪原
名前に負けないようにたくましく
育ってネ！（母…理香子 )

対前月比
総　数 105,965 人　 (+150)
男 50,292 人　 (  +63 )
女 55,673 人　 (  +87 )
世帯数 44,224 世帯 (+124)

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。年齢は問いませ
ん。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

広報

上小原小学校ＰＴＡ生活指導部
上小原小の正門等に交通安全・防犯
標語コンクール入選作の看板を設置
しました。

　福留わかばちゃん（４歳）
　颯

はやと

斗くん（１歳）
　ほのかちゃん（３歳）郷之原町
仲良しトリオで元気いっぱい頑張っ
てね（大介）

○左
○中
○右

真戸原ミチ子さん（74 歳）吾平町下名
真戸原健

たけあき

晃くん（6歳）吾平町麓
★おじいちゃん、おばあちゃん長生
きしてね。


